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  むし歯菌 むし歯のない３歳児
7 月 30日健診分

上手に歯みがきできました！
これからも頑張ろうね！
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お子さんの写真を広報誌に掲載しませんか？

「わが家のアイドル」募集中！
　町内に住所があるお子さんの写真を募集します。
■応募方法　郵送または E-mail で写真と必要事項を記入
のうえ応募ください。
▶必要事項　①名前（ふりがな）②年齢③性別④ご両親の
名前（ふりがな）⑤住所⑥電話番号⑦お子さんに向けた一
言メッセージ
※ 6歳くらいまでのお子さんの写真を募集しています。

■注意事項　写真はお返しできませんのでご了承くださ
い。応募多数の場合翌月以降の掲載になります。
■応募締切　掲載希望月の前月まで（例）9月掲載希望の
場合 8月 31日まで
■応募先　〒 029-4592　役場総合政策課広報公聴係、
E-mail；sousei@town.kanegasaki.iwate.jp
問　総合政策課（内線 2319）
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▶金ケ崎夏祭りであいさつする髙
橋町長（8月 3日）

ふれあいづくりが第一歩
　今年はエルニーニョ現象の影響で、平成 5年の冷
害を思わせる天候だと心配していた矢先に、日本列島
全体が 30度以上の高温状態となり、熱中症死亡者が
出るまでに急変した今回の歴史的天候異変。皆さまの
体調が心配なところです。また、このエルニーニョ現
象は、次に台風の多発生をもたらすとの事。この台風
の影響で災害等がなければと思うところです。
　さて、金ケ崎の夏祭りも先日、この猛暑の中で開催
されました。初の試みで人気を呼んだ永岡蘇民祭の夏
バージョン、全国に誇る33回目のむかでマラソン大
会、各自治会の創意工夫・思いを込めた、はなやかな
踊りパレード、友好都市大衡村の子どもたちによる音
色豊富な悠神太鼓の披露と、切れ目のない多彩な内容
で祭りを盛り上げていただきました。実行委員会を始
め出演者・来場者・関係者の皆さまに感謝とお礼を申
し上げます。夏祭りは、出演者も裏方も一体となって
行うことで一つの地域のコミュニティが生まれ、世代
を超えたつながりと新しい絆をつくります。希薄化す
る地域のつながりが、よみがえる機会でもあります。
故郷を慕う在京金ケ崎人会の皆さまにもご参加をいた
だき、懐かしい仲間との触れ合いが新たなコミュニティ
をつくり、お互いが元気をもらう機会にもなりました。
　地域の活力は触れ合いから始まります。居場所があ
ること、集まると話題が自然に出てくること、そこに
行くと元気をもらう、安心感が生まれる等、生きがい
づくりに自然と繋がっていると思っております。これ
からは触れ合いづくりが地域づくりの第一歩です。と
もにこの一歩を大事に前進したいものです。

８月特別企画

あの日の思いを伝えたい
　　　　　　　～今も残る戦争の記憶～

　町に届いた一通の手紙。そこには、今も忘れられな
い戦争への思いがつづられていました。今回特別企画
としてその手紙を紹介します。

「父の一張羅」　千葉ハナエ（西根医者屋敷）
　太平洋戦争に行った父。海軍兵なので出征して行く
時は、軍服を着用し、足元にはゲートルをキリッと巻
き、頭は丸刈りで格好よく見えたらしい。母や親族に
見送られ父は行った。海軍兵なので、母たちは空から
一発やられると終わりだと思い、涙したらしい。涙を
見せないようにと手ぬぐいを振ったが、手ぬぐいがビ
ショビショだったと…。特に、母のお腹には私が宿っ
ていたから、父も母も余計に涙したと思う。
　今頃になると毎年思い出す。母は、小さい時からい
つも私に話を聞かせていた。「お前は父なし子になる
と思っていた」ということ。戦争が終わってしばらく
しても帰ってこない父…。戦争が終わる前、B29 が
まだ飛んでいる時に、防空ごうで私を産んだ母は、あ
まり食べれなかったこともあり死ぬほどの難産だった
という。生まれてよかったのか。嬉しかったのか。誰
もおめでとうという時期でなく、寂しい時だった。
　だいぶ後に父は軍服姿で帰ってきた。しかし、帰っ
てきても周りで帰ってこない人もおり喜んでいられな
かったという。私は思う。父の一張羅は軍服とゲート
ル姿だったと。昭和 30年近くまで大事にその一張羅
で外出していた父。母に聞いた。父は弱々しい体で帰っ
てきたと…。横須賀発だったので何を食べてきたか、
暑かったか、寒かったか。ずいぶん痩せて帰ってきた
らしい。私は、今はいない父と母に聞きたかった。と
ても悔しい。
　昭和、平成、令和を私は生きている。どこの誰にも
人生一路に涙させたくない。平和な時代を願います。
父の一張羅は私が星になるまで忘れないでしょう。


